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私の勤務する北海道では、毎年、冬の厳しい寒さで学校のグラウンドが凍結し、春にはこ
れが溶けてぬかるみや凸凹になります。ぬかるみや凸凹は、グラウンドで遊ぶ子どもたち
のけがの原因にもなり、地域の悩みの種でした。
そこで当社では、道内各地の学校に申し出て、重機を使った整地を行っています。この整
地作業には、当社の道路不陸整正技術が活かされており、きれいに整地されたグラウンド
で思い切り遊べると学校関係者や子どもたちに喜ばれています。

私のCSR
特集

2011年度レポートから始めた「私のCSR」コーナーに関して、「身近に感じられる」「興味を持って読めるので、もっと取り

上げてほしい」とのアンケート回答を数多くいただきました。

そこで2013年度レポートでは、NIPPO従業員が日常どのようなCSRの取り組みを行っているのかについて、より詳しく紹

介いたします。

　今やCSR（企業の社会的責任）は、時代と社会の要請であ

る。CSRは、経済、環境、社会の3本柱からなり、従業員、地域

住民、取引先、NGOなど幅広い利害関係者の幅広い社会的

ニーズをつかみ、企業がこれらのニーズに応えることで、社会

から信頼を得ながら、持続可能な社会の一員として貢献する

ことが求められている。とりわけ、利益の一部を寄付をするとい

うやり方ではなく、本業を通じて社会に貢献する「ほんもの」の

CSRが、企業の本気度を測る目安となる。

　アスファルト舗装工事を中心とする舗装・土木工事およびア

スファルト舗装の材料であるアスファルト合材の製造・販売を

中核事業とする株式会社NIPPOがそれにどのように応えてい

るのか、興味深くレポートを読んだ。

　まず目についたのは、環境への取組みである。NIPPOは、

2012年度に2009年度比でCO2排出量を3.6％削減してい

る。この点との関連では、CO2排出量を削減する低炭素舗装は

注目に値する。また、産業廃棄物の最終処分率も0.46%とほぼ

「ゼロ・エミッション」に近い。これは、とりわけアスファルト廃材

の再利用によるところが大きい。

　また、都市のヒートアイランド現象を抑制する「遮熱性舗

装」、透水機能や交通騒音低減機能を持つパービアスと呼ば

れる舗装により、通過車両による水跳ねを抑制し、走行騒音を

低減する技術は、まさに本業を通じたCSRである。同じく、放射

性物質に汚染されたアスファルト舗装道路の表面を、薄く削り

取ることで除染する「薄層切削路面除染システム」の開発も、

NIPPOならでの社会的責任の遂行であろう。その他にも、従業

員の安全への配慮の徹底、「災害に強いまちづくり」を通じた

被災地復興支援など、貴重な取組みをされている点は評価し

たい。

　他方、環境に関して、12ページの表にあるとおり、基準年が

異なっているのは問題である（2009年度比と2011年度比が

混在）。また、2013年のCO2排出量削減目標が2012年度の実

績よりも低いものがある（たとえば、2012年度は2009年度比で

5.3%削減したのに対し、2013年度の目標は同年比4%になっ

ているなど）。混合廃棄物排出量削減は難しいところではある

が、いずれ何らかの具体的な目標を復活させるべきであろう。

　また、CSRを考える際、NIPPOの事業だけでなく、サプライ

チェーンマネジメントまで踏み込む必要があるが、今回のレ

ポートでは特に記述がなかった。

　このように、改善すべき点があるものの、総じてNIPPOは真

面目にCSRに取り組んでいることがうかがわれ、今後の活動に

期待したい。

第三者意見

横浜市立大学　学術院国際総合科学群　教授
国際都市学系長

上村 雄彦 氏

ご意見をいただいて

　上村先生には、貴重なご意見をいただきまして、厚くお礼

申し上げます。

　当社では「確かなものづくりを通じた豊かな社会の実現」

を企業理念に、道づくり・まちづくりを通じて持続可能な社

会の発展に貢献することを使命と考えております。その意味

で、遮熱性舗装やパービアスなどの環境配慮技術について

は、今後も研究・開発に力を入れ、本業を通じた社会への

貢献を一層推進していく考えです。

　改善点については、いただいたご指摘を参考とさせてい

ただき、取り組みに努めたいと思います。工事内容に排出量

が依存する混合廃棄物のように、当社だけでは数値目標の

設定が難しい事項もありますが、社会に資する企業となるべ

く、これからも幅広い皆さまからのご意見を踏まえて、一層充

実したCSR活動に取り組んでまいります。

環境安全・品質保証部長

北村 一博

北海道支店
河田 文彦

近年では法律等の「ルール」に加え、営業活動や市場活動の公正さ、情報公開、職場環
境、公務員や政治家との関係など、多くの面で高い倫理観が求められるようになってきて
います。
当支店では社員一人ひとりがこの高い倫理観を持つことができるよう、毎月開催している
事業所会議において、「優越的地位の濫用について」や「不正な取引制限（カルテル）につ
いて」といった本社総務部から提供されたテーマに沿って勉強会を実施し、公平・公正に
業務を遂行するように努めています。

北信越支店
植田 雅之

私の職場では、「可燃」「不燃」だけでなく新聞紙やダンボール、アルミ缶など細かい種類に分けたごみ箱を配置して分別を徹底
し、ごみの排出量削減に努めています。その上で、
資源として再利用できるアルミ缶等は月に1回、回
収を呼びかけている町内会に提供し、町内会行事
の運営費にあててもらっています。毎月2～3キロ
ほどのアルミ缶を提供しています。
小さな事でも従業員一人ひとりが意識して取り組
めば、おのずから環境への配慮、資源の有効活用
につながると考えています。

中国試験所
杉山 加代

現場では何かと目先の利益を優先しがちですが、高品質なものをつくること、不具合をなく
すことが会社の信頼と長期的な利益につながることを現場にも徹底させる必要があります。
そのため、施工前の予防処置、施工中の品質点検実施を通じて不具合防止に努めるとと
もに、定期的に支店内で不具合事例再発防止勉強会を実施しています。勉強会では「顧
客苦情」「不具合事例」などをテーマに従業員同士で講師を分担し、学びあっています。こ
のような取り組みを通じて品質に対する意識を高め、クレームゼロを目指しています。 東北支店

山田 和弘

私は長年にわたり綾川町辰巳自治会の会員として、ごみ清掃活動のクリーン作戦に町民
の仲間とともに参加しています。今年で約20年を迎え、地域近隣の美化が維持できている
ことに喜びを感じています。また、この様に地域社会の一員として貢献できる当たり前のこ
とが現在は失われつつありますが、とても大切なことであると確信しています。
そのほかに沿道の草刈り、側溝の清掃作業ならびに讃岐名物「鰆の押し寿司」づくりを通
して、地域のコミュニケーション活動の一翼も担っています。このような活動を私自身は一
度も社会貢献と思ったことがなく、生き甲斐として感じています。

四国支店
尾松 靖子

▲施工中の品質点検作業の様子
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